
平
成
最
後
と
な
る

年
末
。
今
年
一
年

を
振
り
返
る
と
大

き
な
災
害
が
頻
発

し
た
1
年
で
あ
っ

た
。
◆
給
水
支
援
、

噴
火
、
雪
崩
、
除
雪
、
家
畜
の
疫

病
、
山
林
火
災
、
湖
沼
の
燃
料
等

回
収
、
火
山
監
視
、
航
空
機
墜
落
、

海
外
の
津
波
被
害
、
船
舶
に
よ
る

橋
梁
破
壊
に
係
る
給
水
支
援
、
台

風
、
座
礁
船
舶
対
処
、
各
地
に
お

け
る
捜
索
・
救
難
活
動
な
ど
に
加

え
、
度
重
な
る
大
規
模
地
震
災

害
、
広
域
に
及
ぶ
記
録
的
豪
雨
な

ど
で
多
く
の
人
々
が
苦
し
み
悲
し

ん
だ
。
◆
立
て
続
け
に
発
災
す
る

難
局
に
立
ち
向
か
い
、
人
々
を
救

う
為
に
懸
命
に
活
動
す
る
自
衛
隊

の
力
強
い
姿
に
は
心
打
た
れ
た
。

◆
災
害
へ
対
処
す
る
一
方
、
自
衛

隊
の
本
来
の
任
務
で
あ
る
国
防
の

分
野
に
関
し
て
も
、
防
衛
力
の
維

持
・
強
化
の
為
の
様
々
な
活
動
・

訓
練
、
瀬
取
り
の
監
視
、
海
賊
対

処
、
領
空
・
領
海
警
護
な
ど
、
1

年
３
６
５
日
を
通
し
て
絶
え
間
な

く
活
動
す
る
姿
は
有
難
く
頼
も
し

い
。
◆
日
本
の
為
に
「
無
く
て
は

な
ら
な
い
働
き
」
を
担
っ
て
き
た

自
衛
隊
の
存
在
を
憲
法
に
明
記
す

る
事
に
異
論
を
唱
え
る
人
々
の
考

え
が
理
解
し
が
た
い
。
◆
新
し
い

年
号
の
時
代
を
迎
え
る
時
、
平
穏

な
時
代
を
願
う
と
共
に
、
ど
う
か

自
衛
隊
が
憲
法
に
明
記
さ
れ
る
時

代
に
な
っ
て
欲
し
い
と
願
う
。

10
月
14
日
、
自
衛
隊
最
高
指
揮
官
の

安
倍
首
相
を
迎
え
平
成
30
年
度
自
衛
隊

記
念
日
観
閲
式
が
埼
玉
県
の
朝
霞
訓
練

場
で
行
わ
れ
た
。
首
相
は
訓
示
で
「
自
ら

の
意
思
で
こ
の
困
難
な
道
に
進
ん
で
く

れ
た
諸
君
。
た
だ
ひ
た
す
ら
国
民
の
た

め
、
献
身
的
に
職
務
を
遂
行
す
る
諸
君

は
、
日
本
の
誇
り
だ
」「
全
国
25
万
人
の

隊
員
一
人
一
人
の
高
い
使
命
感
、
強
い

責
任
感
に
よ
っ
て
日
本
と
日
本
国
民
は

守
ら
れ
て
い
る
」
と
称
え
た
上
で
、「
全

て
の
自
衛
隊
員
が
強
い
誇
り
を
持
っ
て

任
務
を
全
う
で
き
る
環
境
を
整
え
る
の

は
、
今
を
生
き
る
政
治
家
の
責
務
だ
」
と

し
て
、
自
ら
も
全
力
を
尽
く
す
決
意
を

表
明
し
た
。
そ
の
後
隊
員
約
４
０
０
０

人
、
車
両
約
２
６
０
両
が
観
閲
行
進
を

行
い
、
航
空
機
約
40
機
が
観
閲
飛
行
を

平成30年度 自衛隊記念日観閲式

行
っ
た
。
執
行
は
こ
れ
ま
で
の
東
部
方
面
総
監
に
代

わ
り
、
今
年
新
編
さ
れ
た
陸
上
総
隊
司
令
官
の
住
田

和
明
陸
将
が
務
め
た
。　
　
　
　
（
2
面
に
関
連
記
事
）

隊
員
が
誇
り
を
持
て
る
環
境
を
整
え
る
。
首
相
が
決
意
表
明

隊列を組み式典会場に入場する各部隊の行進

観閲行進はWAPCを先頭に国際派遣部隊の行進から始まった。
先頭車両の車上にて指揮を執る、中央即応連隊石田広記連隊長

整列した陸空海の隊員約4000人の参加部隊に
対しオープンカー上から巡閲を行う安倍総理。
後席は竹本竜司1師団長

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部

（
諸
石
正
弘
本
部
長
）
は
11
月
10

日
、
栃
木
地
本
創
立
62
周
年
祝
賀

会
を
開
催
し
た
。
会
場
に
は
、
栃

木
地
本
の
足
跡
を
記
し
た
パ
ネ
ル

が
展
示
さ
れ
、
多
く
の
関
係
者
を

迎
え
て
祝
賀
会
が
盛
大
に
執
り
行

わ
れ
た
。
諸
石
本
部
長
は
「
現
在

一
層
厳
し
さ
を
増
す
国
内
外
情

勢
、
少
子
・
高
齢
化
の
急
激
な
進

捗
等
に
よ
り
、
我
々
を
取
り
巻
く

環
境
は
益
々
厳
し
い
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
将
来

に
わ
た
り
我
が
国
の
平
和
と
独
立

を
守
る
べ
き
自
衛
隊
が
そ
の
使

命
・
任
務
を
完
遂
す
る
た
め
に
は
、

国
民
の
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
協

力
の
も
と
、
自
衛
官
へ
の
有
為
な

人
材
の
安
定
的
な
確
保
と
退
職
自

衛
官
の
最
大
限
活
用
が
不
可
欠
。

今
後
と
も
栃
木
地
本
は
皆
様
の
お

力
添
え
を
頂
き
な
が
ら
、
統
率
方

針
「
常
に
第
一
線
と
し
て
の
意
識

の
下
、
全
て
の
部
内
外
組
織
と
総

合
一
体
化
し
た
任
務
の
完
遂
」
に

邁
進
し
て
い
き
た
い
。」
と
挨
拶

し
た
。

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部
創
立
62
周
年

「
感
謝
と
飛
躍
」
祝
賀
会
を
開
催

作佐部健一副本部長による納杯のご発声

栃木県防衛協会青木会長の挨拶 諸石正弘本部長の挨拶

（1）　平成30年（2018年） 11月30日 第82号栃木県防衛協会新聞
2018 Vol.4

栃木県防衛協会新聞

国旗を中心に陸海空３自衛隊をイメージしたものです

■編集・発行　栃木県防衛協会
〔事務局取次〕 
〒320－0043 栃木県宇都宮市桜5－1－13
自衛隊栃木地方協力本部
TEL：028－634－3385　FAX：028－634－3387
ホームページ　http://www.t-bouei.com  検索

□ニュースの提供／読者欄への投稿／ご意見・ご感想は上記へ

☆防衛省・自衛隊全般についてのお問い合わせは
　自衛隊栃木地方協力本部  TEL : 028−634−3385へ

栃木県護国神社
〒３２０-００６３　宇都宮市陽西町１－３７（作新学院北側）
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電子計測器・度量衡の校正

株式会社 宝 栄

Sureであること
当社は認定基準とし
てJISQ17025（ISO 
IEC 17025）を用い、
認 定 ス キ ー ムを
ISO/IEC  17011に

従って運営されているJCSSの下で認定されています。
JCSSを運営している認定機関（IAJapan）は、アジア太平
洋試験所認定協力機関（APLAC）及び国際試験所認定
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当社は国際MRA対応JCSS認定事業者です。JCSS 0188
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□航空学校宇都宮校羽黒山登山走

□宇都宮支部が防衛講話

□観閲式での注目の装備品

□グラフ「岐阜基地航空祭」

各面あんない

次号は２月28日付です



■
ロ
シ
ア
の
Ｓ
ｕ
35
戦
闘
機
を
初

確
認

　

9
月
19
日
、
ロ
シ
ア
空
軍
の
ス

ホ
イ
Ｓ
ｕ
35
戦
闘
機
、
Ｓ
ｕ
24
戦

術
偵
察
機
各
1
機
と
、
ア
ン
ノ
ウ

ン
１
機
の
計
3
機
が
、
石
川
県
能

登
半
島
沖
か
ら
秋
田
県
の
男
鹿
半

島
沖
の
公
海
上
を
飛
行
し
た
た

め
、
空
自
の
Ｆ
－
15
戦
闘
機
が
緊

急
発
進
し
て
対
応
し
た
。
対
領
空

侵
犯
措
置
で
空
自
が
Ｓ
ｕ
35
を
確

認
し
た
の
は
今
回
が
初
め
て
。

■
海
自
潜
水
艦　

南
シ
ナ
海
で
訓

練

　

9
月
13
日
、
海
自
の
潜
水
艦

「
く
ろ
し
お
」
は
ヘ
リ
搭
載
護
衛

艦「
か
が
」な
ど
と
南
シ
ナ
海
で
訓

練
を
実
施
し
た
。
海
自
が
同
海
域

で
の
潜
水
艦
の
訓
練
を
公
表
す
る

の
は
初
め
て
。「
く
ろ
し
お
」は「
か

が
」、
護
衛
艦「
い
な
づ
ま
」「
す
ず

つ
き
」
と
南
シ
ナ
海
で
合
流
し
、

対
潜
訓
練
を
行
い
、
戦
術
技
量
の

向
上
に
励
ん
だ
。

■
陸
自
と
英
陸
軍　

国
内
で
初
の

実
動
訓
練

　

陸
自
と
英
陸
軍
は
、
9
月
30
日

か
ら
10
月
12
日
ま
で
、
北
富
士
演

習
場
と
王
城
寺
演
習
場
な
ど
で
日

英
共
同
の
実
動
訓
練
「
ヴ
イ
ジ
ラ

ン
ト
・
ア
イ
ル
ズ
」
を
行
っ
た
。

陸
自
が
国
内
で
英
陸
軍
と
訓
練
を

実
施
す
る
の
は
初
め
て
。
陸
自
は

富
士
教
導
団
な
ど
か
ら
隊
員
約
60

人
、
英
軍
は
第
1
情
報
・
偵
察
旅

団（
ロ
ン
ド
ン
）の
約
50
名
が
参
加

し
た
。

■
潜
水
艦「
お
う
り
ゅ
う
」進
水

　

海
自
の
平
成
27
年
度
計
画
潜
水

艦（
基
準
排
水
量
２
９
５
０
㌧
）の

命
名
・
進
水
式
が
10
月
4
日
に
神

戸
市
の
三
菱
重
工
業
神
戸
造
船

所
で
行
わ
れ
、「
お
う
り
ゅ
う
」
と

命
名
さ
れ
進
水
し
た
。（
艦
番
号
は

５
１
１
）。

　
「
お
う
り
ゅ
う
」は
世
界
最
大
の

デ
ィ
ー
ゼ
ル
潜
水
艦
「
そ
う
り
ゅ

う
」
型
の
11
番
艦
。
こ
れ
ま
で
の

艦
が
搭
載
し
て
い
た
ス
タ
ー
リ
ン

グ
エ
ン
ジ
ン
と
鉛
蓄
電
池
の
組
み

合
わ
せ
に
替
り
、
蓄
電
池
が
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
に
改
め
ら
れ
、

長
期
間
の
潜
航
と
出
力
ア
ッ
プ
が

図
ら
れ
て
い
る
。

陸上自衛隊女性自衛官陸上自衛隊女性自衛官

第12特科隊　第１中隊通信班

陸士長  秋
あき

元
もと

　眞
ま

樹
き

さん
千葉県市川市出身
趣味・特技　釣り

平成27年３月　朝霞駐屯地入隊
平成27年７月　宇都宮駐屯地　第12特科隊
平成27年10月　宇都宮駐屯地　第12特科隊
                     　　　　　　　第1中隊　通信班

 ひとこと
私は、入隊して４年目になります。宇都宮駐

屯地の野戦特科部隊である、第12特科隊第１
中隊に所属し、中隊の通信班で勤務しておりま
す。主な任務は、中隊と上級部隊との通信網の
構成・維持・確保です。
　通信の構成は、隊員間及び各部隊間の重要
な通信手段であり、通信の構成ができていなけ
れば部隊等の行動に大きな影響を与えるので、
とても大事な任務だと思っています。通信の構
成維持・確保は、非常に大変な任務ですが、任
務達成のために日々訓練や体力錬成に励んでい
ます。
　これからも、自衛官としての自覚を持ち、一
歩一歩成長しながら皆様のお役に立てるよう頑
張って行きたいと思います。

●女性自衛官の略称●
陸自　W A C　ワック
海自　WAVE　ウエーブ
空自　W A F　ワッフ

観
閲
式
に
お
け
る
注
目
の
装
備
品

ゲリラコマンド対処を想定し、88式鉄帽（FRP製）に暗視装
置を取り付け、防弾チョッキ3型を装着した32普連の隊員

車両行進に初登場の16式機動戦闘車（16MCV）の大迫力の車列。74式戦車は観閲行進に姿を見せなくなり、時代の移り変わりを感じる

防衛大、高工校も64式小銃から89式小銃に切り替わった

水に濡れる事を想定して作ら
れた水陸機動団の装備

大勢の町民に見送られ、むかわ町から撤収する災派部隊
　 ［陸上自衛隊］

通信機器の技術者を現地に空輸する第12 へり隊
（相馬原）の CH-47J　　　　　　　　 ［陸上自衛隊］

北海道胆振東部地震の震度分布図
［気象庁］

刷新された特別儀仗隊の
新制服も初登場

施設科の坑道掘削装置（ロードヘッダ）。陣地構築におけるトン
ネルの掘削に用いられる装備品である

迷彩塗装が異なる日米の水陸両用車AAV7が並走
して行われた祝賀行進

公式行事における日本初公開となる、空自 3 空団（三沢）
より参加の F-35A ステルス戦闘機。4 号機と 9 号機の
2 機が参加し、展示飛行も行い話題となった

展示エリアには米軍のLAV-Mが展示された。重迫
撃砲を搭載するモーターキャリアーである。

11式短距離地対空誘導弾。81短SAMの後継として
制式化された装備で巡航ミサイルなどへの対処も
可能となった。空自型は高機動車に搭載している

12式地対艦誘導弾（12SSM）。離島防衛の要となる装備品で、
GPS誘導を追加し高精度化が図られている

敵のレーダーや通信を妨害する、電子スペクトラム戦用の「ネットワーク電子戦システム（Network Electronic 
Warfare System 通称：NEWS）。」自衛隊はこの分野で世界に遅れているので巻き返しが期待される

9
月
6
日
に
発
生
し
た
北
海
道

胆
振
東
部
地
震
で
、
１
カ
月
以
上

に
亘
り
現
地
で
活
動
し
て
き
た
自

衛
隊
は
、
10
月
14
日
午
後
11
時
に

北
海
道
知
事
か
ら
の
撤
収
要
請
を

受
け
、全
て
の
活
動
を
終
了
し
た
。

こ
の
う
ち
最
後
ま
で
支
援
が
行

わ
れ
て
い
た
の
は
厚
真
町
、
安
平

町
、
む
か
わ
町
の
３
町
で
、
各
自

治
体
で
被
災
者
へ
の
対
応
が
可
能

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で

給
食
、
入
浴
、
給
水
の
各
支
援
を

行
っ
て
き
た
陸
自
第
７
後
支
連

（
東
千
歳
）
を
中
心
と
す
る
災
派

部
隊
は
15
日
ま
で
に
撤
収
を
完
了

し
た
。
被
災
地
で
は
活
動
の
必
要

性
が
減
っ
て
き
た
事
に
伴
い
、
13

日
に
む
か
わ
町
、
14
日
に
厚
真

町
、
15
日
に
安
平
町
で
そ
れ
ぞ
れ

部
隊
が
撤
収
を
開
始
、
帰
隊
時
に

は
各
町
長
よ
り
感
謝
の
言
葉
が
送

ら
れ
、
災
派
部
隊
は
大
勢
の
地
元

住
民
ら
に
見
送
ら
れ
て
各
駐
屯
地

に
引
き
揚
げ
た
。

自
衛
隊
は
こ
れ
ま
で
最
大
時
約

2
万
５
０
０
０
人
態
勢
で
救
援
活

動
に
当
た
り
、
人
命
救
助
等
46

人
、
道
路
啓
開
約
７
・
９
㌖
、
給

水
支
援
約
１
２
０
０
㌧
、
給
食
支

援
約
16
万
７
０
０
０
食
、
入
浴
支

援
約
2
万
５
０
０
０
人
の
各
支
援

を
行
っ
た
ほ
か
、
厚
真
ダ
ム
に
対

し
水
位
計
の
設
置
や
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
敷
設
、
流
木
の
撤
去
作
業
な
ど

の
支
援
も
実
施
し
た
。

北
海
道
地
震
の

　
　
　
災
派
が
終
了

住
民
に
見
送
ら
れ
自
衛
隊
撤
収
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選
抜
試
験
で
は
一
般
教
養
と
陸

曹
教
育
隊
で
教
育
を
受
け
る
共
通

教
養
（
法
令
や
服
務
、
防
衛
等
）

な
ど
の
ほ
か
に
航
空
適
性
検
査
と

身
体
検
査
が
あ
り
、
選
抜
試
験
に

合
格
す
る
と
今
ま
で
配
属
さ
れ
て

い
た
部
隊
か
ら
陸
上
自
衛
隊
航
空

学
校
宇
都
宮
校
へ
入
校
と
な
り
、

9
ヶ
月
間
、
前
期
教
育
と
呼
ば
れ

る
一
般
基
礎
学
・
専
門
基
礎
学
、

一
般
教
養
と
操
縦
に
必
要
な
知
識

な
ど
の
学
科
を
学
ぶ
。（
羽
黒
登

山
走
は
こ
の
節
目
に
行
わ
れ
る
。）

残
り
の
12
ヶ
月
を
後
期
教
育
と

呼
ば
れ
る
操
縦
教
育
で
実
際
に
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
に
乗
っ
て
操
縦
を
学

び
、
合
格
者
は
ウ
イ
ン
グ
マ
ー
ク

を
取
得
し
卒
業
と
な
る
。（
全
教

育
期
間
は
80
週
間
）

ウ
イ
ン
グ
マ
ー
ク
を
取
得
し
た

北
宇
都
宮
駐
屯
地
に
所
在
す
る

航
空
学
校
宇
都
宮
校
（
木
戸
口
和

彦
司
令
兼
校
長
）
は
、
陸
曹
航
空

操
縦
課
程
の
前
期
教
育
の
締
め
く

く
り
の
恒
例
行
事
で
あ
る
「
羽
黒

山
登
山
走
」
を
10
月
3
日
、
宇
都

宮
市
北
部
の
羽
黒
山
に
お
い
て
実

施
し
た
。

陸
曹
航
空
操
縦
課
程
は
、
陸
上

自
衛
隊
に
入
隊
後
各
部
隊
で
通
常

数
年
間
の
勤
務
中
に
選
抜
を
受
け

て
陸
曹
に
昇
任
し
1
年
が
経
過
し

た
27
歳
未
満
の
隊
員
が
受
験
資
格

を
得
ら
れ
る
も
の
で
、
部
隊
の
職

種
に
関
係
な
く
資
格
を
満
た
せ
ば

誰
で
も
受
験
可
能
。

時
点
で
「
飛
行
幹
部
候
補
生
」
に

指
定
さ
れ
る
。

他
の
陸
曹
か
ら
幹
部
候
補
生
に

な
る
に
は
自
衛
隊
内
部
の
試
験
に

合
格
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

ウ
イ
ン
グ
マ
ー
ク
を
取
得
し
た
陸

曹
に
対
し
て
の
幹
部
候
補
生
の
内

部
試
験
は
な
い
。
ウ
イ
ン
グ
マ
ー

ク
を
取
得
し
た
後
は
操
縦
士
と
し

て
自
衛
隊
で
勤
務
す
る
こ
と
が
大

前
提
で
あ
る
の
で
、
操
縦
士
は
幹

部
に
な
る
こ
と
が
必
須
な
の
だ
。

今
回
羽
黒
山
登
山
走
を
現
地
で

応
援
し
た
栃
木
県
防
衛
協
会
青
木

勲
会
長
へ
、
木
戸
口
和
彦
航
空
学

校
宇
都
宮
校
長
よ
り
御
礼
の
挨
拶

が
送
ら
れ
た
。（
以
下
引
用
）

拝
啓　

秋
冷
の
候
、
栃
木
県
防

衛
協
会
会
長　

青
木
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
御
清
勝
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
第
五
十
七
―
一
期
陸
曹

航
空
操
縦
学
生
の
羽
黒
山
登
山
走

に
際
し
ま
し
て
、
激
励
、
ご
支
援

宇
都
宮
駐
屯
地
防
衛
記

念
館
で
清
掃
奉
仕
活
動

青
年
部
４
回
目
の
清
掃
活
動
を
実
施

栃
木
県
防
衛
協
会
青
年
部
（
若

目
田
英
巳
部
長
）
は
10
月
13
日
、

宇
都
宮
駐
屯
地
内
の
防
衛
記
念
館

に
お
い
て
4
回
目
と
な
る
清
掃
活

動
を
実
施
し
た
。

参
加
者
は
清
掃
に
先
立
ち
殉
職

隊
員
慰
霊
碑
を
参
拝
し
、
国
防
に

殉
じ
た
隊
員
の
御
霊
に
哀
悼
の
誠

を
捧
げ
た
。

清
掃
活
動
は
主
に
展
示
装
備
品

の
落
ち
葉
払
い
、
拭
き
掃
除
に
よ

る
苔
の
除
去
な
ど
を
中
心
に
実
施

し
、
当
初
の
目
的
を
達
成
し
た
。

話 

題 

の 

本

『
自
衛
隊
防
災
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』

（
自
衛
隊
/
防
衛
省
協
力
）

危
機
管
理
の
プ
ロ
・
自
衛
隊

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
初
公
開
! 

地
震
、

台
風
、
大
雨
、
崖
崩
れ
…
…
。
い

つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
ら
な

い
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
災
害
。
心
強

い
危
機
管
理
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
で
あ
る
自
衛
隊
。

人
命
救
助
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
食
料
の
確
保
や
給
水
、
緊
急

措
置
な
ど
、
災
害
時
の
ト
ラ
ブ
ル

に
対
処
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ク

ニ
ッ
ク
や
ア
イ
デ
ア
を
持
っ
て
い

る
の
が
自
衛
隊
だ
。

災
害
時
に
必
要
な
事
は
、
ま
ず

自
分
の
身
を
守
る
「
自
助
」
そ
し

て
、
共
に
助
け
合
う
「
共
助
」
で

あ
る
。
自
助
・
共
助
の
観
点
か
ら

も
、
私
た
ち
で
も
簡
単
に
取
り
入

れ
る
こ
と
の
で
き
る
、
ピ
ン
チ
に

役
立
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
た
本
で
あ
る
。

・
地
震
発
生
時
、
真
っ
先
に
と

る
べ
き
行
動
・
発
災
時
、
子
供
や

高
齢
者
と
避
難
す
る
方
法
・
シ
ャ

ツ
を
浮
き
輪
代
わ
り
に
す
る
方

法
・
一
人
で
け
が
人
を
運
ぶ
方
法
・

遭
難
時
、
生
存
率
が
ア
ッ
プ
す
る

方
法
・
ハ
チ
に
刺
さ
れ
た
と
き
の

対
処
法
…

こ
の
よ
う
に
、
災
害
時
や
日
常

生
活
に
役
立
つ
１
０
０
の
テ
ク

ニ
ッ
ク
を
収
録
。
あ
な
た
や
あ
な

た
の
大
切
な
人
を
守
る
必
携
の
一

冊
で
す
! 

（
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス 2018/8/9

　

一
二
六
〇
円
）

な
ど
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
当
日
は

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
お
か
げ
さ
ま

を
も
ち
ま
し
て
、
二
十
名
の
学
生

全
員
が
元
気
に
羽
黒
山
に
駆
け
上

が
り
、
自
衛
官
と
し
て
の
体
力
・

気
力
の
充
実
及
び
克
己
心
の
涵
養

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

学
生
は
、
十
月
か
ら
実
機
に
よ

る
操
縦
が
始
ま
り
ま
す
。
将
来
の

陸
上
航
空
を
牽
引
し
得
る
立
派
な

航
空
戦
士
を
育
成
で
き
る
よ
う
職

員
一
同
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご

厚
誼
の
ほ
ど
、
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ま
す
ま

す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申

し
上
げ
、
お
礼
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

謹
白

平
成
三
十
年
十
月
吉
日

航
空
学
校
宇
都
宮
校
長

一
等
陸
佐　

木
戸
口　

和
彦

航
空
学
校
宇
都
宮
校
羽
黒
山
登
山
走

第
五
十
七
―
一
期
陸
曹
航
空
操
縦
学
生

登山走に気合がみなぎるFECの学生。羽黒山は標高458ｍの山であるが、近隣の他の山には無い絶妙な山道の
長さ・距離と、勾配が有り、登山走には「絶好の」場所だ

成績優秀のカップを授与する木戸口校長。20名の学生全員が山を駆け上がった

殉職隊員慰霊碑に参拝する参加者１年の苔と落ち葉を掃除して、清々しい気持ちと達成感を味わう参加者

懐かしい奥村1佐と共に、参加者と記念撮影

羽黒山頂に鎮座する羽黒山神社本殿前にて、登山走を終えて記念写真に納まる＃57-1陸曹操縦
学生と、応援に駆け付けた協力団体の方々

下
志
津
駐
屯
地
で
部
隊
研
修

　

栃
木
県
防
衛
協
会
青
年
部
（
若

目
田
英
巳
部
長
）
は
９
月
27
日
、

下
志
津
駐
屯
地
に
お
い
て
部
隊
研

修
を
実
施
し
た
。
下
志
津
駐
屯
地

で
は
元
栃
木
地
本
部
長
の
奥
村
晶

一
１
等
陸
佐
の
出
迎
え
も
有
り
、

有
意
義
な
研
修
を
行
え
た
。

（
若
目
田
青
年
部
長
の
感
想
）

　

下
志
津
駐
屯
地
研
修
で
高
射
特

科
部
隊
の
役
割
を
よ
く
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
装
輪
装
甲

車
の
体
験
搭
乗
、
ホ
ー
ク
地
区
見

学
、
資
料
館
見
学
。
現
地
に
行
か

な
け
れ
ば
聞
け
な
い
生
の
声
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

帰
り
の
バ
ス
の
中
で
、「
最
後

は
人
の
目
」
と
い
う
言
葉
の
重
さ

を
み
ん
な
で
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

高
射
特
科
の
任
務
の
重
大
さ

と
、
そ
れ
を
完
遂
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
覚
悟
が
必
要
な

の
か
、
隊
員
の
皆
さ
ん
や
そ
の
ご

家
族
の
気
持
ち
を
考
え
る
に
至

り
、
青
年
部
は
自
衛
隊
支
援
の
気

持
ち
を
よ
り
強
く
、
熱
く
し
た
次

第
で
す
。（
Ｇ
Ｓ
Ｍ
－
17
の
臨
場

感
、
撃
た
れ
た
と
き
の
衝
撃
は
強

烈
で
し
た
）

　

今
回
の
研
修
を
糧
に
、
防
衛
協

会
は
も
と
よ
り
、
友
人
知
人
に
も

自
衛
隊
の
必
要
性
を
訴
え
、
一
人

で
も
多
く
の
理
解
者
を
得
ら
れ
る

よ
う
努
力
し
ま
す
。
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防
衛
協
会
宇
都
宮
支
部
（
大
谷

守
支
部
長
）
は
10
月
13
日
、
宇
都

宮
市
の
護
国
会
館
で
防
衛
講
話
を

開
催
し
た
。
大
谷
支
部
長
の
挨
拶

に
続
き
、
自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力

本
部
募
集
課　

安
嶋
幹
一
等
海
曹

を
講
師
に
「
潜
水
艦
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
防
衛
講
話
を
行
っ
た
。

自
衛
隊
の
中
で
も
機
密
事
項
が
多

防
衛
協
会
女
性
部（
野
沢
京
子

部
長
）は
、全
国
防
衛
協
会
連
合
会

女
性
部
研
修
大
会
に
参
加
し
た
。

大
会
は
東
京
都
で
行
わ
れ
、
研

修
で
は
市
ヶ
谷
の
防
衛
省
を
視

宇
都
宮
駐
屯
地（
小
田
島
邦
弘

駐
屯
地
司
令
）
に
お
い
て
10
月
5

日
、
栃
木
県
隊
友
会
と
共
催
で
平

成
三
十
年
度
栃
木
県
自
衛
隊
殉
職

7
月
8
日
に
、
北
海
道
の
静
内

対
空
射
撃
場
に
お
い
て
、
静
内
駐

屯
地
創
設
54
周
年
・
第
7
高
射
特

科
連
隊
創
隊
37
周
年
記
念
行
事
が

行
わ
れ
た
。

対
空
実
射
訓
練
公
開
で
は
87
Ａ

Ｗ
の
35
㍉
機
関
砲
や
、
81
短
Ｓ
Ａ

Ｍ
の
誘
導
弾
射
撃
な
ど
が
披
露
さ

れ
た
。

駐
屯
地
の
記
念
行
事
で
実
弾
射

撃
が
見
ら
れ
る
と
あ
っ
て
、
多
く

の
見
学
者
が
訪
れ
、
賑
わ
っ
た
。

い
潜
水
艦
の
話
と
あ
っ
て
、
講
話

に
関
す
る
映
像
資
料
は
も
ち
ろ
ん

記
録
禁
止
。
講
話
の
内
容
も
機
密

に
係
る
部
分
は
絶
妙
に
伏
せ
ら
れ

て
い
た
が
、
海
上
自
衛
隊
に
お
け

る
潜
水
艦
の
歴
史
、
役
割
や
抑
止

力
を
担
っ
て
い
る
現
状
な
ど
が
非

常
に
分
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
、

興
味
深
い
内
容
の
講
話
で
あ
っ

た
。す

る
ど
い
質
疑
応
答
を
無
難
に

終
え
た
安
嶋
講
師
の
顔
に
は
安
堵

の
表
情
が
浮
か
ん
で
い
た
。

講
話
の
後
、
会
場
を
移
し
て
懇

親
会
が
開
か
れ
、
諸
石
正
弘
地
本

部
長
、
担
当
の
地
本
自
衛
官
な
ど

を
交
え
て
歓
談
し
た
。

察
、
翌
日
に
は
自
衛
隊
音
楽
ま
つ

り
を
観
覧
し
た
。

懇
親
会
で
は
第
12
旅
団
長
田
尻

陸
将
補
な
ど
と
も
交
流
を
深
め
、

有
意
義
な
研
修
と
な
っ
た
。

宇
都
宮
支
部
が
防
衛
講
話
を
開
催

全
国
防
衛
協
会
連
合
会
女
性
部
研
修
大
会

講演に先立ち挨拶する大谷支部長

懇親会にて、第12旅団長田尻陸将補と、石破夫人と
の記念写真市ヶ谷の防衛省を視察平成30年度自衛隊音楽まつりを観覧

高速標的機CHUKA-Ⅲ（チャカ3）の発射。曳航
する標的が発するフレアを短SAMが狙う。
富士重工宇都宮製作所で生産されたもの。

曳航標的に対する81短SAMの実弾射撃。かなり大
きな発射音に見物人がどよめく

11月3日、入間基地航空祭において飛行展示を行う記念塗装機（撮影：青年部  坪山豊）

87AWの35ｍｍ機関砲の射撃。近くで見
ると想像以上に迫力のある大音響だ

講師の安嶋幹一等海曹諸石地本部長廣田事務局長

隊
員
追
悼
式
が
駐
屯
地
内
に
在
る

慰
霊
碑
前
で
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ

た
。執

行
者
の
小
田
島
司
令
が「
国

家
防
衛
と
い
う
崇
高
な
任
務
の
最

中
、
我
が
国
の
為
に
尊
い
命
を
捧

げ
ら
れ
た
先
輩
隊
員
の
御
霊
が
、

こ
こ
宇
都
宮
駐
屯
地
に
祀
ら
れ
て

い
る
。
何
れ
の
方
々
も
自
衛
官

と
し
て
の
誇
り
と
使
命
感
を
胸
に

奮
闘
努
力
さ
れ
た
精
鋭
達
。
前
途

有
意
な
隊
員
を
失
っ
た
事
は
自
衛

隊
、
我
が
国
に
と
っ
て
大
き
な
痛

手
で
あ
っ
た
。
私
た
ち
は
こ
の
よ

う
な
不
幸
な
事
が
二
度
と
起
こ
る

こ
と
が
無
い
よ
う
、
最
善
の
努
力

を
尽
く
す
。」
と
、
誓
い
の
言
葉

を
述
べ
、
52
柱
の
殉
職
者
の
御
霊

を
慰
め
た
。

創
設
60
周
年
を
記
念
し
た
11
月

3
日
の
入
間
基
地
航
空
祭
に
合
わ

せ
て
、
第
2
輸
送
航
空
隊
が
保
有

す
る
Ｃ
－
１
輸
送
機（78-1026

）

に
記
念
塗
装
が
施
さ
れ
て
話
題
と

な
っ
た
。

特
別
塗
装
は
歌
舞
伎
の
絵
柄
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
紅
白
が
基
調
の

日
本
的
な
デ
ザ
イ
ン
。
航
空
祭
に

は
フ
ラ
イ
ト
も
行
わ
れ
、
多
く
の

観
客
が
青
空
に
映
え
る「
歌
舞
伎
」

デ
ザ
イ
ン
の
Ｃ
－
１
に
よ
る
飛
行

展
示
を
楽
し
ん
だ
。

航
空
祭
の
後
に
も
、
度
々
こ

の
特
別
塗
装
機
に
よ
る
全
国
各

地
の
空
自
基
地
へ
の
フ
ラ
イ
ト
情

報
がT

w
itter

の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

サ
イ
ト「
航
空
自
衛
隊
入
間
基
地

（O
fficial

）@
jasdf_irum

a

」
に

て
事
前
に
公
表
さ
れ
、
全
国
各
地

の
航
空
フ
ァ
ン
が
そ
の
姿
を
一
目

見
よ
う
と
見
物
に
訪
れ
た
。
空
自

が
フ
ラ
イ
ト
情
報
を
公
表
す
る
の

は
珍
し
い
。

平
成
三
十
年
度 

栃
木
県
自
衛
隊
殉
職
隊
員
追
悼
式

無
災
害
の
願
い
を
込
め
　
宇
都
宮
駐
屯
地

静
内
駐
屯
地
創
立
記
念
行
事
（
静
内
対
空
射
撃
場
）

公
開
日
に
実
弾
射
撃
を
披
露

入
間
基
地
60
周
年
記
念

Ｃ
－
１
記
念
塗
装
機
が
登
場

第
４
０
２
飛
行
隊
第
２
輸
送
航
空
隊

第82号 平成30年（2018年）11月30日　（4）栃木県防衛協会新聞



米軍撮影の写真と、現在の同じ場所を比較した西那須野駅東の地区の様子。
（googleより）

（5）　平成30年（2018年） 11月30日 第82号栃木県防衛協会新聞

多
く
の
人
は「
日
本
本
土
空
襲
」

と
聞
く
と
大
戦
末
期
の
Ｂ
－
29
に

よ
る
空
襲
を
連
想
す
る
で
あ
ろ

う
。
だ
が
、
日
本
史
上
初
の
本
土

空
襲
で
あ
る
「
ド
ゥ
ー
リ
ッ
ト
ル

空
襲
」
も
日
本
に
と
っ
て
は
衝
撃

的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
ド
ゥ
ー

リ
ッ
ト
ル
空
襲
は
昭
和
17
年
４
月

18
日
に
米
軍
に
よ
り
実
施
さ
れ
、

そ
の
名
称
は
爆
撃
隊
指
揮
官
ジ

ミ
ー
・
ド
ゥ
ー
リ
ッ
ト
ル
中
佐
に

由
来
す
る
。

◆
日
本
海
軍
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
本

土
攻
撃

昭
和
16
年
12
月
8
日
の
日
米
開

戦
に
伴
い
開
始
さ
れ
た
、
日
本
海

軍
潜
水
艦
に
よ
る
連
合
国
船
舶
に

対
す
る
通
商
破
壊
戦
は
米
本
土
沿

岸
に
ま
で
及
び
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
沿
岸
で
は
日
本
軍
潜
水
艦
に
よ

日
本
本
土
初
空
襲

 「
ド
ゥ
ー
リ
ッ
ト
ル
空
襲
」
と
栃
木
県

栃
木
県
防
衛
協
会
青
年
部　

大 

氣 

高 

大

る
貨
物
船
撃
沈
や
地
上
施
設
に
対

す
る
艦
砲
射
撃
ま
で
も
が
行
わ
れ

た
。
こ
の
攻
撃
は
こ
れ
ま
で
殆
ど

本
土
を
攻
撃
さ
れ
た
経
験
が
な
い

ア
メ
リ
カ
国
民
に
大
き
な
衝
撃
と

恐
怖
を
与
え
た
。

ア
メ
リ
カ
は
士
気
を
高
め
る
た

め
に
首
都
東
京
を
は
じ
め
日
本
各

地
に
対
す
る
奇
襲
爆
撃
作
戦
を
計

画
す
る
。
航
続
距
離
が
短
い
艦
載

機
の
代
わ
り
に
、
航
続
距
離
の
長

い
陸
上
用
の
Ｂ
－
25
爆
撃
機
を
空

母
か
ら
発
進
さ
せ
て
、
東
京
を
夜

間
爆
撃
後
中
国
沿
岸
に
離
脱
さ
せ

る
と
い
う
奇
抜
な
作
戦
が
考
案
さ

れ
、
実
行
さ
れ
る
事
に
な
っ
た
。

◆
ド
ゥ
ー
リ
ッ
ト
ル
隊
発
進

昭
和
17
年
４
月
１
日
、
16
機
の

Ｂ
－
25
を
搭
載
し
た
空
母
ホ
ー

ネ
ッ
ト
と
護
衛
の
艦
船
が
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
を
出
港
。
日
本
に
対

す
る
空
襲
は
4
月
18
日
の
夜
間
に

実
施
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
18

日
の
早
朝
、
機
動
部
隊
は
い
き
な

り
日
本
軍
の
哨
戒
艇
に
発
見
さ
れ

て
し
ま
い
、
無
線
電
文
で
の
通
報

を
許
し
て
し
ま
う
。

米
軍
は
爆
撃
計
画
を
予
定
よ
り

７
時
間
早
め
て
開
始
し
、
午
前
7

時
に
Ｂ
－
25
の
発
艦
を
開
始
、
最

後
の
1
機
を
午
前
8
時
19
分
に
発

艦
さ
せ
た
後
、
艦
隊
は
直
ち
に
反

転
し
退
避
し
た
。

ド
ゥ
ー
リ
ッ
ト
ル
率
い
る
Ｂ
－

25
爆
撃
機
16
機
は
東
京
府
東
京

市
、
神
奈
川
県
横
浜
市
、
川
崎
市
、

横
須
賀
市
、
愛
知
県
名
古
屋
市
、

兵
庫
県
神
戸
市
な
ど
を
爆
撃
し
た

が
、
照
準
ミ
ス
や
進
路
変
更
な
ど

に
よ
り
当
初
の
軍
事
目
標
以
外
の

場
所
を
爆
撃
し
た
機
も
少
な
く
な

か
っ
た
。

低
空
で
単
独
行
動
を
と
る
Ｂ
－

25
は
捕
捉
困
難
で
、
不
意
を
突
か

れ
た
日
本
軍
当
局
は
来
襲
機
の
機

数
も
、
発
進
位
置
も
探
れ
ず
に
混

乱
に
陥
っ
た
。
ま
さ
か
空
母
か
ら

陸
上
機
が
発
艦
す
る
な
ど
と
は
、

全
く
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

◆
東
條
英
機
首
相
搭
乗
機
と
遭
遇

昭
和
17
年
4
月
17
日
の
夕
方
、

東
條
英
機
首
相
が
宇
都
宮
駅
に
降

り
立
っ
た
。
東
條
首
相
は
す
ぐ
に

出
迎
え
の
車
に
乗
ら
ず
に
、
ゴ
ミ

箱
の
中
を
覗
き
、
集
ま
っ
た
児
童

に
話
し
掛
け
た
。
当
時
の
新
聞
は

そ
の
様
子
を
「
首
相
、
学
童
を
奇

襲
」
の
見
出
し
で
平
和
な
ひ
と
時

と
し
て
報
じ
た
。

東
條
首
相
は
翌
18
日
に
「
栃
木

県
庁
・
清
原
飛
行
場
」
→
「
茨
城

県
庁
・
水
戸
航
空
通
信
学
校
」
→

「
中
島
飛
行
機
太
田
製
作
所
」
→

「
立
川
飛
行
場
」
の
コ
ー
ス
で
視

察
を
行
う
予
定
で
あ
っ
た
。

予
定
通
り
18
日
朝
に
栃
木
県

庁
を
訪
問
し
、
全
職
員
に
対
し

て
訓
示
を
行
な
っ
た
後
、
第
14
師

団
、
宇
都
宮
陸
軍
飛
行
学
校
・
宇

都
宮
陸
軍
航
空
支
廠
を
視
察
し
、

正
午
に
清
原
飛
行
場
を
離
陸
し
て

15
分
後
に
水
戸
航
空
通
信
学
校
へ

到
着
し
た
。
こ
の
宇
都
宮
→
水
戸

間
の
15
分
の
飛
行
中
に
東
條
機
は

ド
ゥ
ー
リ
ッ
ト
ル
隊
の
Ｂ
－
25
と

遭
遇
し
た
の
で
あ
る
。

午
後
０
時
04
分
、
茨
城
県
上
空

で
東
條
機
の
真
正
面
を
Ｂ
－
25
が

横
切
り
、
そ
の
後
2
番
機
と
も
距

離
を
置
い
て
す
れ
違
っ
た
。
も
し

Ｂ
－
25
が
南
向
き
に
コ
ー
ス
を
変

え
な
か
っ
た
ら
両
機
は
ま
と
も
に

至
近
距
離
で
す
れ
違
い
交
戦
し
て

い
た
か
も
し
れ
な
い
。
数
分
の
差

で
東
條
機
墜
落
と
い
う
最
悪
の
事

態
が
回
避
さ
れ
た
。
東
條
首
相
は

「
敵
機
帝
都
方
面
空
襲
事
件
」
を

受
け
、
視
察
を
取
り
や
め
て
鉄
路

に
て
東
京
に
戻
っ
た
。

◆
８
番
機
が
西
那
須
野
駅
前
に
爆

弾
を
投
下

Ｂ
－
25
の
８
番
機
（
機
長
：
エ

ド
ワ
ー
ド 

Ｊ 

ヨ
ー
ク
大
尉
）
は
、

午
前
7
時
46
分
に
空
母
ホ
ー
ネ
ッ

ト
を
発
艦
、
鹿
島
灘
か
ら
午
後
０

時
40
分
に
本
土
に
侵
入
し
た
が
、

燃
料
が
急
激
に
減
る
ト
ラ
ブ
ル
が

発
生
し
た
た
め
中
国
沿
岸
行
き
を

断
念
し
、
極
東
ソ
連
沿
岸
に
向
か

う
決
心
を
し
た
。

北
寄
り
に
進
路
を
変
更
し
て
栃

木
県
内
を
通
過
中
に
、
進
路
上
に

発
見
し
た
西
那
須
野
駅
を
目
標
と

し
て
、
午
後
１
時
30
分
頃
に
１
発

目
の
爆
弾
を
投
下
、
こ
の
爆
弾
は

西
那
須
野
駅
の
約
１
０
０
ｍ
東
の

畑
で
爆
発
し
、
畑
に
は
直
径
約
9

ｍ
、
深
さ
2
ｍ
の
穴
が
開
い
た
。

東
に
30
ｍ
離
れ
た
八
木
澤
勇
氏
宅

で
は
爆
風
に
よ
り
戸
や
障
子
が
吹

き
飛
ば
さ
れ
る
被
害
を
受
け
た

が
、
家
人
は
留
守
で
人
的
被
害
は

無
か
っ
た
。
8
番
機
の
そ
の
後
の

飛
行
経
路
も
山
ば
か
り
で
、
爆
撃

目
標
に
な
る
よ
う
な
大
き
な
建
物

も
な
く
、
残
り
の
爆
弾
と
焼
夷
弾

は
新
潟
県
の
阿
賀
野
川
鉄
橋
付
近

に
投
下
さ
れ
た
。

攻
撃
を
終
え
た
8
番
機
は
ソ
連

の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
北
部
に
不

時
着
し
た
が
、
乗
員
は
「
ソ
連
が

日
本
と
戦
争
状
態
に
無
い
」
と
い

う
理
由
で
市
警
察
当
局
に
捕
ま
り

極
東
赤
軍
に
よ
り
拘
束
さ
れ
た
。

そ
の
後
ペ
ン
ザ
、
モ
ロ
ト
フ
を
経

て
ペ
ル
シ
ャ
国
境
付
近
の
ア
シ
ャ

カ
バ
ッ
ト
に
移
っ
た
と
こ
ろ
で
ロ

シ
ア
市
民
の
手
助
け
に
よ
り
脱
出

し
イ
ラ
ク
に
逃
れ
、
昭
和
18
年
5

月
29
日
に
米
国
に
無
事
に
生
還
を

果
た
す
。

Ｂ
－
25
は
予
て
か
ら
中
国
大
陸

に
不
時
着
さ
せ
る
計
画
で
あ
り
、

機
体
は「
使
い
捨
て
」の
扱
い
だ
っ

た
の
で
、
米
軍
は
機
密
扱
い
の
爆

撃
照
準
器
「
ノ
ル
デ
ン
照
準
器
」

を
搭
載
せ
ず
、
代
わ
り
に
ア
ル
ミ

製
の
簡
易
爆
撃
照
準
器
を
搭
載
し

て
い
た
。
も
し
８
番
機
が
高
性
能

の
ノ
ル
デ
ン
照
準
器
を
使
用
し
て

い
た
な
ら
ば
、
西
那
須
野
駅
に
正

確
に
爆
弾
が
命
中
し
て
い
た
か
も

し
れ
な
い
。
ま
た
、
西
那
須
野
周

辺
に
は
大
山
巌
元
帥
の
墓
所
や
乃

木
神
社
な
ど
、
日
本
陸
軍
所
縁
の

施
設
が
有
っ
た
こ
と
か
ら
、
日
本

側
は
8
番
機
が
単
な
る
ト
ラ
ブ
ル

に
よ
り
進
路
変
更
を
行
っ
た
と
は

知
る
由
も
な
く
、
こ
の
地
に
対
す

る
明
確
な
意
図
を
持
っ
た
攻
撃
だ

と
考
え
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

参
考
文
献

戦
史
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史
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那

須
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史
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シ
リ
ー
ズ
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郷
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防
衛
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（2）

西那須野駅東で爆弾が炸裂した瞬間を捉えた写真。B-25より撮影したもの（米軍撮影）

ドゥーリットル隊の行動記録。当時の海軍艦載機の航続距離では不可能な作戦
である。

空母「ホーネット」を発艦し日本を目指すB-25 （米軍撮影）

アメリカでは今でもB-25爆撃機が飛行可能な状態で動態保存されている。（筆者撮影）



２
０
１
８
年
11
月
18
日
（
日
）、
晴
天
の
航
空
自
衛
隊
岐
阜
基
地
に
お
い
て

14
万
５
，
０
０
０
人
の
来
場
者
を
迎
え
て
「
岐
阜
基
地
航
空
祭 

２
０
１
８
」
が

開
催
さ
れ
た
。
岐
阜
基
地
に
は
飛
行
開
発
実
験
団
が
所
在
す
る
こ
と
か
ら
、
航

空
祭
で
は
様
々
な
種
類
の
航
空
機
の
機
動
飛
行
や
異
機
種
大
編
隊
な
ど
の
飛
行

展
示
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
特
徴
で
、
今
年
は
そ
れ
に
加
え
て
ブ
ル
ー
イ

ン
パ
ル
ス
の
展
示
飛
行
も
行
わ
れ
、
観
客
を
魅
了
し
た
。

今
年
の
航
空
祭
企
画
で
は
、
岐
阜
基
地
を
題
材
と
し
た
ア
ニ
メ
「
ひ
そ
ね
と

ま
そ
た
ん
」
の
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
に
ア
ニ
メ
総
監
督
の
樋
口
真
嗣
さ
ん
、
甘
粕
ひ

そ
ね
役
の
久
野
美
咲
さ
ん
が
一
日
飛
実
団
司
令
と
し
て
出
演
し
た
ほ
か
、「
ひ

そ
ね
と
ま
そ
た
ん
」
を
コ
ク
ピ
ッ
ト
下
に
描
い
た
Ｆ
－
15
記
念
塗
装
機
が
登
場

し
た
。
地
上
展
示
で
は
、
将
来
の
国
産
戦
闘
機
開
発
に
必
要
な
要
素
技
術
を
実

証
す
る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
ス
テ
ル
ス
研
究
機
Ｘ
－
２
（
先
進
技
術
実
証
機
）

の
展
示
も
行
わ
れ
、
岐
阜
基
地
ら
し
い
充
実
し
た
内
容
の
航
空
祭
と
な
っ
た
。

グ
ラ
フ

特　

集

岐阜基地航空祭の名物である「異機種大編隊」の航過飛行。C-1、T-4、F-4、F-2、F-15の各タイプが
集合して隊形を取り、フライパスする姿は圧巻。

お隣の小牧基地より飛来した第404飛行隊所属のKC-767Jと岐阜基地の飛実団所属の戦闘機
（F-2A F-15J F-4EJ）による、空中給油を模した航過飛行展示。

第１区分で一糸乱れぬ展示飛行を行うブルーインパルス。美しい光景に
観客からどよめきと歓声が上がる。

機動飛行を行うF-2Aの2号機。初号機と2号機は特別な塗装
を施した試験機として岐阜で活躍している。

C-1の初号機を改造した試験機「C-1FTB」（フライト・テスト・
ベッド）全面銀色の機体が眩しい。

飛行を終え、オーバーヘッドで着陸態勢に入るF-2A（2号機）、F-2B（初号機）、そして
「まそたん」塗装のF-15が2機。

「まそたん」のスペシャルマーキングを施されたF-15J。機番999はアニメ作品にちなんだ番号に書き換えられ
たものらしい。

展示された先進技術実証機「X-2」。基本的耐空性、ステルス性、高速運動性の確認のために開発された国産機で
あり、日本の航空技術水準を高めるために大切な役割を果たす事が期待される。

快晴の岐阜の空で爆音高らかにキレのある機動飛行を披露する飛実団所属のF-15DJ
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０
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８
年
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